
一

玄
賓
説
話
と
和
歌

は
じ
め
に

　

玄
賓（

１
）は

、
平
安
時
代
初
期
の
法
相
宗
の
高
僧
で
あ
る
。
興
福
寺
に
学

び
、
法
相
屈
指
の
学
僧
と
な
っ
た
が
、
仏
教
界
の
宿
弊
を
厭
い
、
備
中

国
や
伯
耆
国
に
隠
遁
し
、
自
然
の
中
で
清
ら
か
な
修
行
生
活
を
送
っ

た
。
桓
武
天
皇
不
予
に
際
し
て
は
、
勅
使
派
遣
に
よ
り
上
京
し
病
回
復

を
祈
願
、
又
、
嵯
峨
天
皇
の
招
請
に
よ
り
、
平
城
上
皇
の
病
気
回
復
祈

願
の
た
め
入
京
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
弘
仁
二
年
か
ら
七
年
（
八
一
一

～
八
一
六
）
ま
で
、
嵯
峨
天
皇
が
た
び
た
び
親
書
・
物
品
を
送
り
慰
労

し
た
こ
と
が
『
類
従
国
史
』
に
見
え
て
お
り
、『
日
本
後
記
』・『
凌
雲

集
』・『
文
華
秀
麗
集
』・『
類
従
国
史
』
な
ど
に
は
、
嵯
峨
天
皇
の
玄
賓

宛
親
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
玄
賓
は
備
中
国
湯
川
山
寺
に

隠
棲
し
て
い
た
ら
し
く
（
遁
去
住
二
備
中
国
湯
川
山
寺
一 

＝
僧
綱
補
任
・

弘
仁
五
年
）、
弘
仁
七
年
八
月
に
は
、
湯
川
寺
の
あ
る
備
中
国
哲
多
郡

に
対
し
て
、玄
賓
在
世
中
の
庸
米
を
停
止
す
る
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。

同
九
年
（
八
一
八
）
六
月
十
七
日
入
滅
。
八
十
五
歳
（
同
）。
嵯
峨
天

皇
は
そ
の
死
を
悼
み
、
七
言
律
詩
を
詠
じ
て
冥
福
を
祈
っ
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
実
在
の
高
僧
と
し
て
の
玄
賓
像
と
、
後
世
の
説
話
集
等

に
現
れ
る
玄
賓
像
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ

り
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
説
話
集
に
見
ら
れ
る
玄
賓
像
は
、
天
台
の
『
摩

訶
止
観
』
に
説
く
修
行
の
実
践
を
、
玄
賓
に
託
し
て
説
話
化
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）

平
安
初
期
の
高
僧
で
あ
る
玄
賓
は
、
後

の
時
代
に
理
想
的
な
聖
像
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
玄
賓
の
説
話
の
中
に
、
玄
賓
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
和
歌
を
伴
う
も

の
が
あ
り
、
そ
の
た
め
玄
賓
に
つ
い
て
は
説
話
集
だ
け
で
は
な
く
、
和

歌
集
や
歌
論
書
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

　

後
世
の
説
話
集
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
玄
賓
説
話
を
、
プ
ロ
ッ
ト
ご

と
に
分
け
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（

３
）。

①�

僧
官
辞
退
・
三
輪
川
辺
隠
遁
説
話
（『
江
談
抄
』
第
一
・
四
六
、『
発

玄
賓
説
話
と
和
歌

新　

間　

水　

緒



二

心
集
巻
一
第
１
、『
古
事
談
』
巻
三
第
８
、『
三
国
伝
記
』
巻
四

第
６
）

②
僧
官
辞
退
・
地
方
隠
棲
説
話
（『
江
談
抄
』
第
一
・
四
七
）

③
女
人
布
施
説
話
（
同
）

④�

渡
守
説
話
（『
発
心
集
』
巻
一
第
１
、『
古
事
談
』
巻
三
第
８
、『
三

国
伝
記
』
巻
四
第
６
）

⑤�

山
田
守
る
説
話
（『
発
心
集
』
巻
一
第
１
、『
古
事
談
』
巻
三
第

８
、『
三
国
伝
記
』
巻
四
第
６
）

⑥
奴
卑
説
話
（『
発
心
集
』
巻
一
第
２
、『
古
事
談
』
巻
三
第
10
）

⑦
不
浄
観
説
話
（『
発
心
集
』
巻
四
第
６
）

⑧
善
珠
説
話
（『
閑
居
友
』
上
巻
第
３
）

こ
の
中
で
和
歌
を
伴
っ
て
い
な
い
の
は
⑥
⑦
⑧
で
あ
る
が
、『
発
心
集
』・

『
古
事
談
』
の
よ
う
に
⑥
を
①
④
⑤
と
一
連
の
玄
賓
説
話
と
と
ら
え
る

と
、
和
歌
を
伴
う
説
話
は
、
す
べ
て
遁
世
聖
と
し
て
地
方
に
隠
遁
し
修

行
す
る
玄
賓
の
話
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
世
の
遁
世
聖
玄
賓

説
話
の
形
成
に
、
和
歌
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
話
に
付
随
す
る
和
歌
の
初
出
を
年
代
順
に
上
げ
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
４
）

１　

�

三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
す
す
き
て
し
わ
が
名
を
さ
ら
に
ま
た
や

け
が
さ
む　

玄
賓
僧
都�

 （
和
漢
朗
詠
集
巻
下
・
僧
）

２　

�

ま
た
云
は
く
、「
弘
仁
五
年
、
玄
賓
初
め
て
律
師
に
任
ぜ
ら
る
。

辞
退
の
歌
に
云
は
く
、

　
　

�

三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
洗
ひ
て
し
衣
の
袖
は
更
に
穢
れ
じ
（
江

談
抄
第
一
・
四
六
）

　
　

更
に
け
か
さ
し
と
云
々�

（
群
書
類
従
本
）

３　

ま
た
云
は
く
、「
大
僧
都
を
辞
す
る
歌
に
云
は
く
、

　
　

�

外
国
は
山
水
清
し
事
多
き
君
が
都
は
住
ま
ぬ
な
り
け
り
」
と
。

�

（
江
談
抄
第
一
・
四
七
）

４　

�

ま
た
云
は
く
、「
洛
陽
を
去
り
て
他
国
に
趣
く
間
、
道
に
来
会

は
せ
た
る
女
人
、
衣
を
脱
ぎ
て
奉
り
侍
り
し
に
、
歌
に
云
は
く
、

　
　

�

三
輪
川
の
渚
の
清
き
唐
衣
く
る
と
思
ふ
な
得
つ
と
思
は
じ
」と
。

�

（
同
）

５　

�

山
田
も
る
僧
都
の
身
こ
そ
哀
れ
な
れ
秋
は
て
ぬ
れ
ば
問
人
も
な

し�

（
発
心
集
巻
一
第
１
）

　
　

�

山
田
も
る
そ
う
づ
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
あ
き
は
て
ぬ
れ
ば
と

ふ
人
も
な
し�

（
古
事
談
巻
三
第
８
）

　

本
稿
で
は
、
玄
賓
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
和
歌
が
、
玄
賓
説

話
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。



三

玄
賓
説
話
と
和
歌

一　

三
輪
川
の
歌

　
前
掲
１
・
２
の
三
輪
川
の
歌
は
諸
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二

書
を
含
め
主
な
も
の
を
年
代
順
に
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

三
輪
川
の
清
き
流
れ
に

　
　

す
す
き
て
し　

�
わ
が
名
を
さ
ら
に
ま
た
や
け
が
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
漢
朗
詠
集
下
・
僧
）

　

洗
ひ
て
し　

�

衣
の
袖
は
更
に
穢
れ
じ
（
更
に
け
が
さ
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
談
抄
第
一
・
四
六
）

　
　

す
ゝ
が
れ
し　

�

わ
が
名
を
更
に
又
や
け
が
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
歌
童
蒙
抄
第
三
）

　
　

す
す
ぎ
て
し　

�

わ
が
名
を
さ
ら
に
ま
た
は
け
が
さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
袋
草
子
上
巻
）

　

す
す
ぎ
て
し　

�

衣
の
袖
を
ま
た
や
け
が
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
事
談
巻
三
第
８
）

　

す
ゝ
ぎ
て
し　

�

衣
の
袖
を
又
は
け
が
さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
発
心
集
巻
一
第
１
）

　
　

す
す
ぎ
て
し　

�

我
が
名
を
こ
こ
に
又
や
け
が
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
古
今
集
巻
八
・
八
〇
一
）

語
句
の
異
同
を
見
る
と
、
一
見
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
始
め
と
す

る
「
わ
が
名
を
―
け
が
す
」
系
統
と
、『
江
談
抄
』
を
始
め
と
す
る
「
衣

の
袖
を
―
け
が
す
」
系
統
の
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
三
輪
川
の
清
流
で
す
す
い
だ
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に「
わ

が
名
を
―
け
が
す
」
系
統
は
和
歌
関
係
の
作
品
に
見
ら
れ
、「
衣
の
袖

を
―
け
が
す
」
系
統
は
説
話
集
関
係
の
作
品
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、「
何
を
す
す
ぐ
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
和
歌
そ
の
他
の
作
品
に
お
い
て
、「
す
す
ぐ
」
の
用

例
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
万
葉
集
』
で
は
「
す
す
ぐ
」
の
み
の
用
例
は
な
く
、「
あ
ら
ふ
」、「
あ

ら
ひ
す
す
ぐ
」
の
形
を
と
る
。

（
５
）「

洗
ひ
す
す
ぐ
」
も
の
は
「
菜
」、「
衣
」、

「
し
た
だ
み
（
細
螺
）」
と
い
う
、
具
体
的
な
「
物
」
で
あ
る
。

（
１
）‌�

川
上
に
洗
ふ
若
菜
の
流
れ
来
て
妹
が
あ
た
り
の
瀬
に
こ
そ
寄

ら
め
（
巻
十
一
・
二
八
三
八
）

（
２
）‌�

洗
ひ
衣
取
替
川
の
川
淀
の
淀
ま
む
心
思
ひ
か
ね
つ
も
（
巻

十
二
・
三
○
一
九
）

（
３
）‌�
香
島
嶺
の　

机
の
島
の　

し
た
だ
み
を　

い
拾
ひ
持
ち
来
て

　

石
も
ち　

つ
つ
き
破
り　

速
川
に
洗
ひ
濯
ぎ　

辛
塩
に　

こ
ご
と
揉
み　

高
坏
に
盛
り
…
後
略
…（
巻
十
六
・
三
八
八
○
）



四

　

平
安
時
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
前
後
の
作
品
に
見
ら
れ
る
用
例
は
、

１
物
を
す
す
い
で
汚
れ
を
取
り
去
る
、
２
身
体
・
口
を
す
す
い
で
、

穢
れ
を
取
り
去
る
、
３
身
に
負
う
た
汚
名
・
罪
・
恥
・
俗
塵
な
ど
を

除
き
去
る
、
に
分
け
ら
れ
る
。

（
６
）

１
物
（
唐
衣
・
真
砂
・
苔
の
袖
・
根
芹
）
を
す
す
ぐ　

（
４
）‌�

白
浪
の
真
砂
を
す
ゝ
ぐ
田
子
の
浦
に
お
く
れ
て
な
ぞ
も
歎
く

舟
人
（
宇
津
保
物
語
・
忠
こ
そ
）

（
５
）‌�

唐
衣
と
き
縫
ふ
人
も
な
き
物
を
な
み
だ
の
み
こ
そ
す
ゝ
ぎ
著

せ
け
れ
（
宇
津
保
物
語
・
藤
原
の
君
）

（
６
）‌�

苔
の
袖
雪
げ
の
水
に
す
す
ぎ
つ
つ
お
こ
な
ふ
み
に
も
恋
は
た

え
せ
ず
（
古
今
六
帖
・
法
師
・
一
四
四
五
）

（
７
）‌�

中
が
は
に
す
す
ぐ
ね
ぜ
り
の
ね
た
き
こ
そ
あ
ら
は
れ
て
こ
そ

あ
る
べ
か
り
け
れ
（
書
陵
部
本
実
方
集
二
○
八
）

２
身
・
口
を
す
す
ぐ

（
８
）‌�

大
に
嗟
き
、口
を
嗽
き
、手
を
洒
ひ
堂
の
内
に
参
入
り
て
…（
日

本
霊
異
記
中
・
34
）

（
９
）‌�

手
を
洗
ひ
口
を
嗽
ぎ
て
、
一
心
に
合
掌
し
て
、
寿
量
品
を
誦

せ
り
（
本
朝
法
華
験
記
中
・
76
）

（
10
）‌�

お
は
し
ま
し
や
ら
ず
、
涙
に
御
身
を
す
す
が
せ
た
ま
ふ
（
栄

花
物
語
巻
二
五
・
み
ね
の
月
）

（
11
）‌�「
極
テ
熱
シ
、
汗
漱
ガ
ム
」
ト
云
テ
、
河
ニ
下
テ
水
を
浴
テ
上

テ
…
（
今
昔
物
語
集
巻
十
・
32
）

（
12
）‌�

男
手
ヲ
洗
ヒ
口
ヲ
漱
テ
、長
谷
ノ
御
方
ニ
向
テ
礼
拝
シ
テ
（
今

昔
物
語
集
巻
十
六
・
28
）

３
身
に
負
う
た
汚
名
・
罪
・
恥
・
濡
れ
衣
・
俗
塵
な
ど
を
除
き
去
る

（
13
）‌�　　

�

平
の
た
か
と
を
が
、
い
や
し
き
名
と
り
て
、
人
の
国
へ　

ま
か
り
け
る
に
、「
忘
る
な
」
と
言
へ
り
け
れ
ば
、
た
か

と
を
が
妻
の
言
へ
る

　

 　

‌�

忘
る
な
と
言
ふ
に
な
が
る
ゝ
涙
河
う
き
名
を
す
ゝ
ぐ
瀬
と
も

な
ら
な
ん
（
後
撰
集
巻
十
九
・
離
別
羈
旅
・
一
三
三
四
）

（
14
）‌�　　

�

も
の
い
ふ
人
の
も
と
に
わ
が
な
を
か
り
て
人
の
い
れ
り
け

る
を
、
あ
い
な
く
ゑ
ん
じ
け
れ
ば

　

 　

‌�

す
す
ぐ
べ
き
か
た
な
き
も
の
は
春
の
の
に
わ
が
つ
み
な
ら
ぬ

わ
か
な
な
り
け
り
（
続
詞
花
集
八
○
二
・
大
江
嘉
言
集
二
九
） 

（
15
）‌�

濁
り
な
き
亀
井
の
水
を
む
す
び
上
げ
て
心
の
塵
を
す
ゝ
ぎ
つ

る
か
な
（
栄
花
物
語
巻
三
一
・
殿
上
の
花
見
・
上
東
門
院
、

金
葉
和
歌
集
三
奏
本
・
五
二
五
）

（
16
）‌�
罪
す
ゝ
ぐ
昨
日
今
日
し
も
降
る
雨
は
こ
れ
や
一
味
と
見
る
ぞ

嬉
し
き
（
栄
花
物
語
巻
三
五
・
蜘
蛛
の
振
舞
・
出
羽
弁
）

（
17
）‌�

す
す
ぐ
べ
き
罪
も
な
き
身
は
降
る
雨
に
月
見
る
ま
じ
き
歎
き



五

玄
賓
説
話
と
和
歌

を
ぞ
す
る
（
栄
花
物
語
巻
三
五
・
蜘
蛛
の
振
舞
・
大
和
）　

（
18
）‌�

木
幡
河
こ
は
誰
が
言
ひ
し
事
の
葉
ぞ
な
き
名
す
ゝ
が
む
た
き

つ
瀬
も
な
し
（
拾
遺
集
巻
十
二
・
恋
二
・
七
○
六
、
題
し
ら
ず

　

よ
み
人
し
ら
ず
）

（
19
）‌�

こ
の
一
つ
事
に
て
ぞ
、
こ
の
世
の
濁
り
を
す
ゝ
い
給
は
ざ
ら

ん
（
源
氏
物
語
・
朝
顔
）

右
の
用
例
か
ら
、「
す
す
ぐ
」
も
の
と
し
て
の
「
名
」
は
、
汚
名
や
「
無

き
名
」（
濡
れ
衣
）
で
あ
る
。（
14
）
の
「
わ
か
な
」（「
若
菜
」
を
掛
け

る
）
も
、
前
に
「
わ
が
つ
み
」（「
我
が
摘
み
」
を
掛
け
る
）
と
あ
る
の

で
、「
汚
名
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
朗
詠
集
』
の
玄
賓
歌
中
の

「
名
」
は
汚
名
で
は
な
く
、
む
し
ろ
清
浄
な
修
行
生
活
を
送
る
僧
と
い

う
「
名
声
」
で
あ
っ
て
、
３
の
意
味
で
の
「
す
す
ぐ
」
も
の
に
該
当
し

な
い
。『
朗
詠
集
』
の
玄
賓
歌
で
「
三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
す
す
ぎ
て

し
」
も
の
は
、「
俗
塵
」（（
15
）「
心
の
塵
」、（
19
）「
こ
の
世
の
濁
り
」）

で
あ
り
、「
我
が
名
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
２
の
行
為
（
身
、

口
を
す
す
ぐ
）
を
し
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
で
は
、「
身
」

や
「
口
」
を
す
す
ぐ
和
歌
の
用
例
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
後
世
の
も

の
で
あ
る
が
、『
兼
載
雑
談
』に
載
せ
る
玄
賓
の
歌
と
さ
れ
る
も
の
が「
山

川
の
き
よ
き
流
に
す
す
ぎ
て
し
わ
が
身
を
又
も
く
だ
し
つ
る
か
な
」（
日

本
歌
学
大
系
第
五
巻
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
我
が
名
を
―
け
が
す
」

歌
の
「
我
が
名
」
が
、「
わ
が
身
を
す
す
い
だ
」
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
「
名
」
で
あ
る
と
の
解
釈
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
朗
詠
集
』
の
玄
賓
の
歌
は
、「
三
輪
川
の
清
き

流
れ
に
俗
塵
を
す
す
い
で
修
行
し
て
い
る
清
ら
か
な
身
」
と
い
う
「
我

が
名
」
を
、
ま
た
俗
界
に
戻
っ
て
再
び
穢
し
た
く
は
な
い
、
の
意
に
と

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、こ
の
よ
う
な
発
想
は
ど
こ
か
ら
き
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
と
も
と
玄
賓
の
行
実
に
は
そ
の
よ
う
な
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、

（
７
）

そ
の
具
体
的
な
姿
は
、
以
下
の
よ
う
な
嵯
峨
天
皇
御
製

詩
や
空
海
の
詩
に
現
れ
て
い
る
。

（
８
）

　
　

賓
和
尚
に
贈
る
（
凌
雲
集
）

　

賓
公
跡
を
遁か

く

し
て
星
霜
久
し　
　

万
事
無
情
寂
然
を
愛こ

の

む

　

水
月
尋
常
に
空
性
を
冷す

ず

し
く
す　

風
雷
未
だ
敢
へ
て
安
禅
を
動ゆ

る

が
さ
ず

　

苦
行
独
り
老
ゆ
山
中
の
室　
　
　

盥く
わ
ん

嗽そ
う

偏
に
宜よ

ろ

し
林
下
の
泉

　

�

遥
か
に
想
ふ
焚
香
観
念
の
処　
　

寥れ
う

寥れ
う

に
日
夜
雲
烟
に
対む

か
ふ
こ
と
を

　
　

賓
和
尚
を
哭
す
（『
文
華
秀
麗
集
』
巻
中
・
哀
傷
）

　

大
士
は
古
来
住
著
な
く
、
名
山
に
跡
を
晦く

ら

め
て
風
霜
に
老
ゆ

　

随ず
ゐ

縁え
ん

化く
わ
た
い體

塵
を
厭
ふ
こ
と
久
し
く
、
帰
正
真
機
忽
ち
に
滅
亡
す
（
後

略
）



六

　
　

玄
賓
法
師
に
贈
す
る
勅
書（
続
遍
昭
発
揮
性
霊
集
補
闋
抄
巻
第
九
）

　

賓
公
に
勅
す
。　

形
、
山
水
に
静
な
り
。

　

神
た
ま
し
ひ

煙
霞
に
王
た
り
。　

春
の
華
、
錦
を
織
る
、

　

之
に
対む

か

つ
て
情こ

こ
ろ

を
陶や

は

ら
げ
、
秋
の
葉
、
帷
を
散
ず
、

　

之
を
見
て
帰
る
こ
と
を
忘
る
。（
後
略
）

和
歌
に
あ
る
よ
う
な
三
輪
川
の
辺
で
は
な
い
が
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
）、
傍
線
部
分
に
は
都
の
僧
界
を
離
れ
て
地
方
に
下
り
、
長
年

山
中
で
修
行
す
る
玄
賓
像
が
既
に
現
れ
て
い
る
。「
盥く

わ
ん

嗽そ
う

偏
に
宜よ

ろ

し
林

下
の
泉
」、「
塵
を
厭
ふ
こ
と
久
し
く
」
な
ど
は
、「
俗
塵
を
厭
い
山
野

に
閑
居
し
、
泉
で
手
を
洗
い
、
口
を
嗽
ぎ
（
盥
嗽
）、
清
ら
か
な
身
で

修
行
す
る
」
玄
賓
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
特
に
「
盥
嗽
偏
に
宜
し
林
下

の
泉
」
は
、
清
ら
か
な
三
輪
川
の
水
で
嗽
い
だ
身
と
い
う
和
歌
の
内
容

そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
三
木
紀
人
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に（
９
）、

竹
林
の
七
賢
の
一
人
許
由
の
姿
が
揺
曳
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

辻
善
之
助
氏
は
、
玄
賓
が
活
躍
し
た
時
代
の
「
隠
遁
」
が
奈
良
仏
教
の

弊
風
の
改
革
と
い
う
宗
教
政
策
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
宝
亀
元
年

（
七
七
〇
）
十
月
二
八
日
の
詔
で
、
光
仁
天
皇
が
僧
侶
が
修
行
す
る
た

め
に
山
林
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
す
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
現

れ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

そ
の
詔
の
中
に
「
俗
士
巣
許
」（
巣

父
と
許
由
）
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
僧
侶
こ
そ
山
林
に
閑
居
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
玄
賓
の
行
動
の
背
景
に
、
僧
侶
も
巣
父
・

許
由
の
よ
う
に
俗
世
を
遁
れ
自
然
の
中
で
清
浄
な
修
行
生
活
を
送
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

許
由
は
、
聖
天
子
堯
が
許
由
の
高
士
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
天
下
を

譲
ろ
う
と
い
う
と
、汚
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
し
て
穎
水
で
耳
を
洗
い
、

箕
山
に
逃
れ
た
と
い
う
（『
荘
子
』・
逍
遙
遊
篇
）。
ま
た
同
じ
よ
う
な

姿
と
し
て
、『
文
選
』
第
三
十
三
巻
に
載
せ
る
屈
原
作
と
さ
れ
る
「
漁

父
一
首
」
中
の
以
下
の
よ
う
な
文
言
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か（

（（
（

。

　
　

屈
原
曰
く

　
　

吾
之
を
聞
け
り

　
　

新
た
に
沐

か
み
あ
ら

ふ
者
は
必
ず
冠
を
弾は

ら

ひ    　

 

　
　

新
た
に
浴ゆ

あ
み

す
る
者
は
必
ず
衣
を
振
る
ふ
と

　
　

安
ん
ぞ
能
く
身
の
察
察
た
る
を
以
て　
　
　

 

　
　

物
の
汶も

ん

汶
た
る
を
受
く
る
者
な
ら
ん
や　
　

 
　
　

寧
ろ
湘
の
流
れ
に
赴
き
て        　
　
　

　
　

江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
る
る
も      　
　
　

 

　
　

安
ん
ぞ
能
く
皓
々
の
白
き
を
以
て　
　
　
　

 

　
　

世
俗
の
塵じ

ん
あ
い埃

を
蒙
ら
ん
や        　
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玄
賓
説
話
と
和
歌

特
に
こ
の
「
漁
父
一
首
」
は
、「
沐
浴
し
た
清
き
身
」
と
「
世
俗
の
塵
埃
」

と
の
関
係
を
述
べ
、
俗
塵
に
ま
み
れ
た
衣
を
振
り
払
い
、
清
ら
か
に
な

っ
た
身
に
再
び
「
世
俗
の
塵
埃
」
を
蒙
る
こ
と
を
拒
む
姿
勢
を
示
し
て

お
り
、「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
統
の
和
歌
表
現
へ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
前
掲
「
す
す
ぐ
」
の
用
例
中
、
２
の
「
身
・
口
を
す
す
ぐ
」

用
例
を
和
歌
の
中
に
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
の
は
、「
身
・
口
を
す
す
ぐ
」

と
い
う
行
為
が
和
歌
的
表
現
で
は
極
め
て
希
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
前

掲
２
（
9
）
の
『
本
朝
法
華
験
記
』
の
例
の
よ
う
に
、
漢
文
文
脈
に
お

い
て
多
く
語
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
ま
た
宗
教
的
儀
礼
と
の
関
係
で
使

用
さ
れ
る
語
句
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
の
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
の
和
歌
の
初
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

前
掲
２
の
『
江
談
抄
』
第
一
・
四
六
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
話
と
並
ん
で

語
ら
れ
る
同
四
七
の
説
話
は
、
資
料
類
に
は
見
え
な
い
玄
賓
の
三
輪
川

辺
隠
遁
説
話
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。『
江
談
抄
』

の
第
一
・
四
六
は
、
玄
賓
が
初
め
て
律
師
に
任
ぜ
ら
れ
辞
退
す
る
時
の

歌
、
同
・
四
七
は
、
大
僧
都
を
辞
退
し
て
、
地
方
に
下
る
時
の
歌
で
、

似
た
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
在
の
玄
賓
の
行
実
に
つ
い
て
正
史
そ
の
他
の
記
録
類
か
ら
判
明
す

る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
姿
で
あ
る
（
算
用
数
字
は
日
付
）。

延
暦
二
四
年
（
八
○
五
）
3
・
23

　

�

桓
武
天
皇
不
予
に
当
た
り
、
伯
耆
国
に
勅
使
派
遣
、
玄
賓
を
招

請
す
る(

日
本
後
記
・
類
従
国
史
三
四
・
帝
王
十
四
・
天
皇
不
予
）

大
同
元
年
（
八
○
六
）
4
・
23

　

�

大
法
師
玄
賓
を
大
僧
都
と
す
（
日
本
後
記
）。
任
律
師
、
辞
退
、

大
僧
都
辞
退
（
僧
綱
補
任
裏
書
）（

（（
（

　

玄
賓
四
月
丙
子
任　
　

法
相
宗
。
興
福
寺
（
僧
綱
補
任
）

大
同
四
年
（
八
○
九
）
4
・
21

　

�

太
上
天
皇
（
平
城
）
不
予
、
玄
賓
に
書
を
賜
う
（
類
従
国
史

一
八
五
・
仏
道
十
二
・
高
僧
）

弘
仁
五
年
（
八
一
四
）

　

大
僧
都
を
辞
し
て
備
中
国
湯
川
山
寺
に
遁
去
（
僧
綱
補
任
）（

（（
（

弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
8
・
20

　

�

備
中
国
哲
多
郡
に
対
し
て
、
玄
賓
在
世
中
の
庸
米
を
停
止
し
、

鉄
を
納
め
し
む
（
類
従
国
史
一
八
五
・
仏
道
十
二
・
高
僧
）

同　

九
年
（
八
一
八
）
6
・
17

　

入
滅
。
八
十
五
歳
（
僧
綱
補
任
）。

こ
の
他
に
も
、
嵯
峨
天
皇
が
玄
賓
に
対
し
て
し
ば
し
ば
書
と
見
舞
の
品

を
贈
っ
て
い
る
記
録
が
あ
る
（
日
本
後
紀
・
類
従
国
史
）
が
、省
略
す
る
。
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玄
賓
が
都
を
離
れ
、
地
方
で
修
行
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
、
延

暦
二
十
四
年
の
記
事
や
、
弘
仁
五
年
・
七
年
の
記
事
に
照
ら
し
て
、
史

実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
僧
官
を
辞
退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
僧
綱
補
任

の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。た
だ
し
、大
同
元
年
の「
僧
綱
補
任
裏
書
」

は
、『
江
談
抄
』
第
一
・
四
六
の
記
事
と
、
年
代
は
異
な
る
も
の
の
内
容

的
に
は
一
致
し
て
い
る
。『
江
談
抄
』
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
同

じ
よ
う
な
話
が
裏
書
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
内
容
が
史
実

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
在
の
玄
賓
は
、
地

方
に
在
住
し
て
清
ら
か
な
自
然
の
中
で
修
行
す
る
僧
で
あ
り
、
大
僧
都

を
辞
し
て
、
備
中
国
に
遁
去
し
、
お
そ
ら
く
そ
こ
で
八
十
五
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
高
僧
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
玄
賓
が
僧
官
を
辞
し
て
地
方

に
下
っ
た
と
い
う
記
事
を
説
話
化
し
た
も
の
が
「
僧
綱
補
任
裏
書
」
の

記
事
で
あ
り
、『
江
談
抄
』
第
一
・
四
六
・
四
七
で
あ
ろ
う
。
律
師
辞
退

の
時
と
大
僧
都
辞
退
の
時
と
で
分
け
て
い
る
が
、
玄
賓
が
僧
官
を
辞
退

し
て
都
を
離
れ
、
地
方
に
赴
き
、
自
然
の
中
で
修
行
生
活
を
送
っ
た
話

と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
江
談
抄
』
の
記

事
を
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
、何
故
「
三
輪
川
の
辺
」
な
の
か
、何
故
「
衣

の
袖
を
―
け
が
す
」
系
の
和
歌
が
付
随
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

前
掲
３
「
外
国
は
山
水
清
し
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、既
述
の
よ
う
に
、

玄
賓
が
生
存
し
て
い
た
時
代
の
僧
侶
の
理
想
的
な
修
行
の
在
り
方
を
示

す
も
の
で
あ
る
が
、
前
掲
４
の
歌
「
三
輪
川
の
渚
の
清
き
唐
衣
く
る
と

思
ふ
な
得
つ
と
思
は
じ
」
は
、
地
方
に
下
る
時
に
道
で
出
会
っ
た
女
人

か
ら
衣
を
布
施
さ
れ
た
時
の
歌
で
、
そ
の
言
葉
に
は
、
四
六
の
和
歌
と

同
様
「
三
輪
川
」
が
詠
み
込
ま
れ
、「
衣
」
が
登
場
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
三
輪
」
に
つ
い
て
、
新
古
典
大
系
『
江
談
抄　

中
外
抄　

富

家
語
』の
脚
注
は
、「
布
施
を
行
う
と
き
、布
施
を
す
る
人
、受
け
取
る
人
、

与
え
る
品
物
と
い
う
三
つ
に
執
着
し
な
い
正
し
い
布
施
を
三
輪
（
さ
ん

り
ん
）
清
浄
の
布
施
と
い
う
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
詠
む
」
と
し
て
い
る
。

『
江
談
抄
』
四
七
で
は
、
玄
賓
は
衣
を
布
施
し
た
女
人
に
対
し
て
、「
三

輪
川
の
渚
の
清
き
唐
衣
」
と
詠
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
女
が
玄
賓
に
布

施
し
た
衣
は
、「
三
輪
川
の
清
ら
か
な
渚
の
よ
う
に
清
浄
な
唐
衣
」
で

あ
り
、
そ
の
衣
は
「
三
輪
清
浄
の
布
施
の
衣
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。「
三
輪
清
浄
の
布
施
」
と
は
、
仏
教
の
教
え
の
上
で
は
以
下
の
よ

う
な
も
の
と
さ
れ
る
。

布
施
に
就
い
て
施
者
と
受
者
と
施
物
を
三
輪
と
云
ふ
。
此
三
輪
の

相
を
意
中
に
存
ず
る
を
有
相
の
三
輪
と
称
し
て
真
の
檀
波
羅
蜜
の

行
に
あ
ら
ず
。
此
三
輪
を
滅
し
て
無
心
に
住
し
て
行
ず
る
施
を
三

輪
清
浄
の
檀
波
羅
蜜
と
な
す
（
三
輪
相
・
織
田
得
能
『
仏
教
大
辞

典
』）
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玄
賓
説
話
と
和
歌

「
此
三
輪
を
滅
し
て
無
心
に
住
し
て
行
ず
る
施
を
三
輪
清
浄
の
檀
波
羅

蜜
と
な
す
」
の
和
歌
的
表
現
が
「
く
る
と
思
ふ
な
受
く
と
お
も
は
じ
」

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
４
の
布
施
の
歌
は
、「
三
輪
清

浄
の
布
施
」
を
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、「
三
輪
川
の
渚
の
清
き

唐
衣
」
は
「
三
輪
清
浄
の
布
施
」
の
施
物
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
れ
が
、「
玄
賓
は
地
方
に
下
る
途
中
で
三
輪
清
浄
の
衣
を
布

施
さ
れ
た
」
→ 

「
三
輪
清
浄
の
衣
＝
三サ

ン

輪リ
ン

の
川
（
三ミ

輪ワ

川
）
の
清
ら
か

な
渚
で
洗
っ
た
清
ら
か
な
衣
」
→
「
そ
の
衣
の
袖
を
俗
塵
に
再
び
穢
し

た
く
は
な
い
」
と
連
想
さ
れ
た
時
、「
三
輪
川
の
歌
」
は
、『
江
談
抄
』

第
一
・
四
六
の
「
三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
あ
ら
ひ
て
し
衣
の
袖
は
更
に

穢
れ
じ
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の
は
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
で
あ
ろ
う
。『
和

歌
童
蒙
抄
』
三
に
お
い
て
、
玄
賓
の
三
輪
川
の
歌
は
、
次
の
よ
う
に
解

さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
、
文
章
を
三
つ
に
分
け
た
）。

三
輪
川
の
清
き
流
れ
に
す
ゝ
が
れ
し
わ
が
名
を
更
に
又
や
け
が
さ
ん

ａ
朗
詠
下
に
有
。

ｂ�

玄
賓
が
大
和
国
み
わ
と
云
所
に
こ
も
り
ゐ
た
り
け
る
を
、
帝
の

め
し
け
れ
ば
よ
み
て
奉
れ
る
歌
也
。

ｃ
彼
三
輪
川
に
よ
せ
て
、
三
輪
清
浄
の
心
を
読
る
也
。

ま
ず
、
こ
の
歌
が
ａ
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
あ
る
こ
と
、
ｂ
玄
賓
が
大
和

国
三
輪
に
隠
棲
し
て
い
た
時
に
帝
に
召
さ
れ
た
の
で
奉
っ
た
歌
で
あ
る

こ
と
、
ｃ
玄
賓
の
歌
は
、「
三
輪
川
」
に
寄
せ
て
「
三
輪
清
浄
」
の
心

を
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
「
三
輪
清
浄
」
と
『
江
談
抄
』
第
一
・
四
七
の
布
施
の
歌

に
出
る
「
三
輪
清
浄
の
布
施
」
の
意
味
内
容
が
同
じ
か
否
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
『
古
事
談
』
に
の
せ
る
玄
賓
の
三
輪
隠
棲
説
話
（
和
歌
は
「
衣
の
袖

を
―
け
が
す
」
系
統
）
に
つ
い
て
、
新
古
典
大
系
『
古
事
談
』
巻
三
・

８
の
脚
注
は
、「
三
輪
川
の
歌
は
、実
在
と
し
て
の
三
輪
川
に
、三
輪
（
さ

ん
り
ん
＝
三
法
輪
、
釈
迦
の
教
法
）
を
受
け
た
こ
と
の
意
を
掛
け
て
い

る
し
、
逆
に
三
輪
（
さ
ん
り
ん
）
の
清
浄
に
洗
わ
れ
た
こ
と
の
比
喩
表

現
が
「
三
輪
川
」
で
、
そ
こ
か
ら
三
輪
隠
棲
の
説
話
が
成
立
し
た
と
い

う
経
緯
も
考
え
ら
れ
る
。
三
輪
に
玄
賓
が
住
ん
だ
客
観
的
な
史
料
は
な

い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
玄
賓
が
「
三
輪
＝
釈
迦
の
教
法
」
を

受
け
た
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
現
実
の
「
三
輪
」
の
地
名
と
結
び
つ

い
た
か
、
逆
に
地
方
で
隠
棲
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
三
輪
」
に
洗

わ
れ
た
身
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
「
三
輪
川
で
す
す
ぐ
」
と
い
う
比

喩
表
現
に
な
り
、
玄
賓
の
三
輪
川
辺
隠
棲
説
話
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
述
べ
て
い
る
「
三

輪
清
浄
」
は
、
釈
迦
の
教
法
で
あ
る
三
法
輪
（
釈
迦
一
代
の
教
法
を
転



一
〇

法
輪
・
照
法
輪
・
持
法
輪
の
三
段
階
に
分
類
し
た
も
の
。
三
輪
教
と
言

わ
れ
、
法
相
宗
で
は
三
時
教
と
し
て
こ
の
分
類
を
用
い
る
）（

（（
（

を
受
け
た

清
浄
な
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、同
じ「
三

輪
清
浄
」
で
あ
っ
て
も
、『
江
談
抄
』
第
一
・
四
七
が
載
せ
る
「
三
輪
清

浄
の
布
施
」
の
意
味
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
和
歌
童

蒙
抄
』
は
、
玄
賓
が
既
に
大
和
三
輪
川
に
隠
棲
し
て
い
た
と
す
る
が
、

玄
賓
の
歌
は
、「
三
輪
清
浄
の
心
」
を
「
三
輪
川
に
寄
せ
て
」
読
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
史
実
と
し
て
は
、
玄
賓
の
隠
棲
地
は

伯
耆
国
や
備
中
国
で
あ
り
、
三
輪
で
の
隠
棲
は
や
は
り
法
相
宗
の
僧
侶

で
あ
る
玄
賓
の
「
三
輪
教
を
受
け
た
三
輪
清
浄
の
身
」
か
ら
連
想
さ
れ

た
説
話
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
「
三
輪
教
を
受
け
、
俗

塵
を
排
し
た
我
が
名
を
―
け
が
す
」
系
の
和
歌
と
共
に
伝
承
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
玄
賓
が
地
方
に
下
り
、
女
人
か
ら
布
施
を
受
け
た
話
が
別
に
存

在
し
、
そ
の
話
は
『
江
談
抄
』
第
一
・
四
七
の
よ
う
に
「
都
を
離
れ
地

方
に
赴
く
」
歌
と
「
三
輪
清
浄
の
布
施
」
の
歌
を
伴
っ
て
い
た
。
同
じ

「
三
輪
清
浄
」
の
語
句
と
勅
令
（
招
請
・
任
僧
官
）
辞
退
の
共
通
性
か
ら
、

玄
賓
の
三
輪
隠
棲
の
話
と
混
淆
し
、「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
統
の

和
歌
の
本
文
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
話
を
連
続
し

て
載
せ
る
『
江
談
抄
』
が
、「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
統
の
本
文
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
四
六
・
四
七
話
は
、
互
い
に

関
連
し
て
語
ら
れ
て
い
た
話
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

後
世
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
例
も
、
二
系
統
の
混
淆
を
示

す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

と
し
ご
ろ
西
山
に
す
み
侍
り
け
る
が
、
み
や
こ
に
い
で
て
の
ち

　

な
げ
く
事
侍
り
て
、
蓮
生
法
師
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

入
道
親
王
道
覚

　

�

山
が
は
に
す
す
ぎ
し
ま
ま
の
そ
で
な
ら
ば
か
か
る
う
き
せ
に
名
を

ば
け
が
さ
じ

�

（
続
後
撰
集
巻
十
七
雑
歌
中
・
一
一
三
四
）

以
後
、
和
歌
系
統
が
「
我
が
名
を
―
け
が
す
」
の
本
文
を
継
承
し
て
い

く
の
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
影
響
と
思
わ
れ
る
し
、
説
話
集
系
統
が

「
衣
の
袖
を
―
け
が
す
」
系
統
を
保
っ
て
い
る
の
も
、『
江
談
抄
』
の
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
玄
賓
の
三
輪
隠
遁
説
話
に
は
二
様
の
和
歌
が
継

承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
三
輪
川
の
歌
」

と
と
も
に
伝
承
さ
れ
た
説
話
は
、
実
在
の
玄
賓
の
行
動
や
、
地
方
隠
棲

を
物
語
る
実
資
料
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



一
一

玄
賓
説
話
と
和
歌

二　
「
山
田
守
る
」
歌
に
つ
い
て

　

玄
賓
の
歌
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
５
「
山
田
守
る
僧
都
の
身
こ
そ
あ
は

れ
な
れ
秋
は
て
ぬ
れ
ば
と
ふ
人
も
な
し
」
の
歌
は
、『
発
心
集
』
と
『
古

事
談
』
が
早
い
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
『
発
心
集
』
巻
一
第

１
話
と
、『
古
事
談
』
巻
三
第
８
話
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
両

者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
古
事
談
』
先
行
説
、『
発
心
集
』
先
行
説
、

間
に
同
一
の
資
料
が
存
在
す
る
等
の
説
が
あ
る
。
詳
細
な
説
明
は
省
略

す
る
が
、『
発
心
集
』
巻
一
の
説
話
に
関
し
て
は
、『
古
事
談
』
と
の
直

接
関
係
は
な
く
、
間
に
同
一
の
依
拠
資
料
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。（

（（
（

こ
こ
で
は
『
発
心
集
』
の
「
山
田
守
る
」
歌
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、『
古
事
談
』
に
も
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

廣
田
哲
通
氏
は
説
話
集
に
お
け
る
玄
賓
説
話
の
中
核
を
な
す
話
と
し

て
、「
渡
守
説
話
」（
玄
賓
が
弟
子
や
同
朋
の
前
か
ら
遁
去
し
て
、
越
の

国
で
渡
守
を
し
て
世
を
過
ご
し
、
所
用
で
地
方
に
下
っ
た
弟
子
に
見
つ

け
ら
れ
る
と
さ
ら
に
何
処
へ
か
姿
を
消
し
た
）、「
山
田
守
る
説
話
」（
諸

国
修
行
中
の
玄
賓
は
、
時
に
は
農
民
の
た
め
に
案
山
子
の
役
目
を
し
て

雀
を
追
っ
て
い
た
）、「
奴
僕
（
馬
飼
）
説
話
」（
諸
国
修
行
中
の
玄
賓
が
、

伊
賀
国
の
郡
司
の
下
僕
と
な
っ
て
馬
を
飼
う
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
主

人
の
郡
司
が
国
守
の
勘
気
に
ふ
れ
追
放
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
取
り

な
し
て
救
っ
た
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、『
発
心
集
』
巻
一
第
１
・

第
２
話
（『
古
事
談
』
巻
三
第
８
・
第
10
話
）
の
玄
賓
説
話
は
、
以
後

の
説
話
集
で
語
ら
れ
る
玄
賓
説
話
の
プ
ロ
ッ
ト
を
全
て
含
ん
で
い
る

（
た
だ
し
、『
閑
居
友
』上
巻
第
３
話
に
載
せ
る
善
珠
の
話
は
な
い（

（（
（

）。『
発

心
集
』
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
『
閑
居
友
』
や
『
撰
集
抄
』
に
な
る
と
、

理
想
的
聖
と
し
て
の
玄
賓
説
話
は
具
体
的
な
内
容
を
語
る
ま
で
も
な
い

ほ
ど
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
き
、
た
と
え
ば

「�

奴つ
ぶ
ね

と
な
り
て
人
に
し
た
が
ひ
て
馬
を
飼
ひ
」・「
渡
し
舟
に
水み

馴な

れ
棹
さ
し
て
、
月
日
を
送
る
は
か
り
こ
と
に
せ
ら
れ
け
ん
事
」、

「『
あ
き
は
て
ぬ
れ
ば
』
と
嘆
き
、『
ま
た
は
け
が
さ
じ
』
と
誓
ひ

給
け
ん
心
の
う
ち
」（
閑
居
友
上
巻
・
３
）

「�

と
ほ
つ
国
の
清
き
山
の
水
の
な
が
れ
求
め
て
、
さ
わ
が
し
き
君

が
御
代
に
は
す
ま
ぬ
を
ま
さ
り
」、「
又
は
け
が
さ
じ
な
ど
い
ふ

衣
の
色
」、「
山
田
守
る
僧
都
の
い
に
し
へ
」（
撰
集
抄
巻
二
・
４
）

「�

秋
の
田
の
お
ど
ろ
か
す
な
る
山
田
守
る
玄
賓
僧
都
の
引ひ

板た

の
こ

ゑ
に
お
ど
ろ
く
む
ら
雀
」（
同
巻
二
・
８
）、「
山
田
を
も
る
わ
ざ

は
い
か
ゞ
侍
り
け
む
」「
つ
ぶ
ね
と
な
り
て
人
に
し
た
が
ひ
、
み

な
れ
ざ
ほ
さ
し
て
人
を
わ
た
す
い
と
な
み
」（
同
巻
五
・
１
）

の
よ
う
に
、
慣
用
的
表
現
が
使
わ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
く
ほ
ど
広
く

知
ら
れ
た
話
に
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
の
中
で
、
説
話



一
二

集
以
外
の
分
野
で
の
広
が
り
を
持
つ
の
は
、「
山
田
守
る
説
話
」で
あ
る
。

「
三
輪
川
の
歌
」
同
様
、
和
歌
を
伴
っ
て
い
る
た
め
、
説
話
集
以
外
に

歌
集
や
歌
論
書
に
も
多
く
引
用
さ
れ
た
。
し
か
し
説
話
内
容
と
し
て
は

「
渡
守
説
話
」
や
「
奴
僕
説
話
」
ほ
ど
詳
し
い
わ
け
で
は
な
く
、『
発
心

集
』・『
古
事
談
』
で
は
、「
渡
守
説
話
」
を
述
べ
た
後
、「
山
田
守
る
」

の
和
歌
を
あ
げ
、
諸
国
修
行
中
に
田
な
ど
守
る
時
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
、
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。

　
『
発
心
集
』
に
載
せ
る
「
山
田
守
る
」
説
話
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

又
、
古
今
の
歌
に
、

　
　
　

山
田
も
る
僧
都
の
身
こ
そ
哀
れ
な
れ
秋
は
て
ぬ
れ
ば
問
人
も
な
し

　
　

�

此
も
、
彼
玄
敏
の
歌
と
申
侍
べ
り
。
雲
風
の
如
く
さ
す
ら
へ
行
け

れ
ば
、
田
な
ど
守
る
時
も
有
け
る
に
こ
そ
。

　

こ
の
本
文
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
歌
を
『
古
事

談
』
と
も
ど
も
「
古
今
の
歌
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌

は
『
発
心
集
』
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
『
続
古
今
集
』（
文
永
二
年
・

一
二
六
五
成
立
）
に
以
下
の
詞
書
と
と
も
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

備
中
国
湯
河
と
い
ふ
山
寺
に
て　

�

僧
都
玄
賓

や
ま
だ
も
る
そ
ほ
づ
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
あ
き
は
て
ぬ
れ
ば
と

ふ
人
も
な
し
（『
続
古
今
集
』
巻
十
七
雑
歌
上
・
一
六
○
八
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
氏
は
、
こ
の
歌
が
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」

を
詠
ん
だ
『
古
今
集
』
中
の
「
あ
し
ひ
き
の
山
田
の
そ
ほ
づ
お
の
れ
さ

へ
我
を
欲
し
と
い
ふ
憂
は
し
き
こ
と
」（
巻
十
九
雑
体
・
一
○
二
七
「
題

知
ら
ず
、
読
み
人
し
ら
ず
」）
の
講
説
の
場
で
、
諸
国
修
行
の
僧
都
玄

賓
の
説
話
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
た
歌
で
あ
っ
た
た
め
、
平
安
末
以
降

に
「
古
今
の
歌
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
歌
自
体
は
、
も
と
も
と
秋
の
山
田
を
守

る
案
山
子
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら

か
玄
賓
僧
都
の
諸
国
修
行
説
話
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
伝
承
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
と
「
そ

う
づ
（
僧
都
）」
の
音
韻
変
化
に
よ
る
同
音
化
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
は
、「
そ
ほ
ど
」

が
転
じ
た
も
の
で
、「
そ
ほ
ど
」
は
古
代
に
お
い
て
は
天
下
の
こ
と
を

知
悉
し
て
い
る
神
と
さ
れ
、『
古
事
記
』上
に
、「
謂
は
ゆ
る
久
延
毘
古（
ク

エ
ビ
コ
）
は
、
今
者
に
山
田
の
曽
富
騰
（
ソ
ホ
ド
）
と
い
ふ
ぞ
。
此
の

神
は
、
足
は
行
か
ね
ど
も
、
尽
に
天
下
の
事
を
知
れ
る
神
な
り
」
と
あ

る（
（（
（

。
そ
の
他
に
「
朱
人
（
ソ
ホ
ヒ
ト
・「
ソ
ホ
」
は
朱
の
原
料
の
赤そ

ほ土
）」

の
約
で
あ
り
、
古
代
の
か
か
し
は
鳥
獣
の
害
を
防
ぐ
目
的
の
他
に
、
呪

術
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
朱
を
塗
り
、
朱
色
の
衣
を
ま
と
っ

て
い
た
か
ら
（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
も
、
雨
露
に
ぬ
れ
そ
ぼ
ち
山
田



一
三

玄
賓
説
話
と
和
歌

に
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、ソ
ボ
チ
ビ
ト
（
濡
人
）
の
義
で
あ
る
（
和

訓
栞
・
大
言
海
）
な
ど
、
諸
説
が
あ
る
。
こ
の
「
そ
ほ
づ
（
ソ
ホ
ヅ（

（（
（

）」

が
十
世
紀
以
降
顕
著
と
な
っ
た
に
ハ
行
転
呼
音
に
よ
り
「
ソ
ホ
ヅ
」
→

「
ソ
ヲ
ヅ
」
と
転
じ
、
さ
ら
に
「
ソ
ヲ
ヅ
」
→
「
ソ
オ
ヅ
」
の
音
韻
変

化
が
あ
っ
た
た
め
、「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
と
発
音
・
表
記
上
で
混
同
さ
れ
、

区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
現
象
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
諸
国

修
行
の
僧
都
（
そ
う
づ
）
玄
賓
の
説
話
と
、「
案
山
子
（
そ
ほ
づ
）」
の

歌
が
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し

説
話
集
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
の
歌
の
解
釈
は

一
様
で
は
な
い
。

　

説
話
集
で
歌
を
伴
う
「
山
田
守
る
説
話
」
を
収
め
て
い
る
の
は
、『
発

心
集
』・『
古
事
談
』・『
三
国
伝
記
』（
巻
四
第
６
話
）
で
あ
る
が
、『
発

心
集
』
と
『
古
事
談
』
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
以
下
、『
発
心
集
』
を

本
行
に
、『
古
事
談
』
の
本
文
を
漢
字
片
仮
名
表
記
で
右
側
に
示
し
た
。

（
古
事
談
）　　
　
　
　
　

ニ
モ

（
発
心
集
）
又
、
古
今
の
歌
に
・

　
　
　
　
　
　
　

ソ
ウ
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
キ　
　
　
　

　

山
田
も
る
僧
都
・
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
秋
・
は
て
ぬ
れ
ば

　
　
　

ト
フ

　

問
・
ふ
人
も
な
し

是
ハ
彼
玄
賓
僧
都
・
歌
ト
申
伝
タ
リ
。

此
も
彼
玄
敏
・
・
の
歌
と
申
侍
べ
リ
。

如
雲
風
・
・
サ
ス
ラ
ヒ
ア
リ
カ
レ
ケ
レ
ハ

雲
風
の
如
く
さ
す
ら
へ
行
・
・
・
け
れ
ば
、

田
ナ
ト
守
・
時
モ
侍
ケ
ル
ニ
ヤ
・

田
な
ど
守
る
時
も
有
け
る
に
こ
そ

『
三
国
伝
記
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

（（
（

。

其
ノ

後
チ

、
彼

ノ
僧
都

ハ
備
中

ノ
国

ニ
到

リ
、
山
田

ノ
庵イ

ヲ
ニ

身
ヲ

陰カ
ク
シ

寂
シ
ヅ
カ
ニ

残

齢
ヲ　
　

ヨ
ハ
イ

送
リ

ケ
リ
。

　
　

山
田
守モ

ル

僧
都

ノ
身
社コ

ソ

哀
ナ
レ
秋
終ハ

テ

ヌ
レ
バ
問

フ
人
モ
ナ
シ

ト
詠

ジ
給

ヒ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。

『
発
心
集
』・『
三
国
伝
記
』
は
「
僧
都
」
と
漢
字
表
記
で
あ
る
が
、『
古

事
談
』
は
「
そ
う
つ
」
と
仮
名
書
で
あ
る
。
ま
た
『
発
心
集
』
と
『
古

事
談
』
の
本
文
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
新
古
典
大
系
『
古
事
談
』
の
注

は
、
例
外
は
存
す
る
も
の
の
、『
古
事
談
』
諸
本
で
は
「
そ
う
つ
」
と

仮
名
書
き
す
る
例
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

古
事
談
の
よ
う
な
「
そ
う
つ
」
表
記
で
は
、
逆
に
「
そ
ほ
づ
＝
案

山
子
」
を
裏
の
意
味
と
す
る
仮
名
遣
い
の
掛
詞
が
、
な
お
理
解
さ

れ
て
も
よ
い
が
、
漢
字
「
僧
都
」
の
表
記
に
な
る
と
も
は
や
掛
詞



一
四

の
自
覚
は
な
い
と
言
え
る
。
古
事
談
の
本
文
の
方
に
、
案
山
子
の

掛
詞
理
解
は
な
い
。

漢
字
表
記
は
意
味
を
固
定
化
す
る
。し
か
し
同
じ
漢
字
表
記
に
し
て
も
、

同
じ
和
歌
中
に
見
え
る
「
あ
き
（
秋
）」
と
「
あ
き
（
飽
き
）」
間
の
掛

詞
に
つ
い
て
は
、も
と
も
と
仮
名
表
記
が
同
一
の
同
音
異
義
語
で
あ
り
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
漢
字
表
記
に
し
て
も
混
乱
の
し
よ
う
が
な
い
。
ま
た

和
歌
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
掛
詞
で
も
あ
る
。
一
方
「
そ
ほ
づ
（
案

山
子
）」
に
つ
い
て
は
、
本
来
発
音
も
表
記
も
異
な
っ
て
い
た
二
語
が

音
韻
変
化
に
と
も
な
っ
て
同
音
化
し
、
表
記
に
混
乱
を
生
じ
た
も
の
で

あ
り
、事
情
が
異
な
る
の
で
あ
る
。「
そ
う
づ
（
僧
都
）」・「
そ
ほ
づ
（
案

山
子
）」
間
の
掛
詞
に
つ
い
て
は
、『
発
心
集
』
と
『
古
事
談
』
が
成
立

し
た
鎌
倉
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
の
和
歌
に
お
け
る

使
用
例
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
文
献
上
で
は
お
お
よ
そ
い
つ
ぐ

ら
い
か
ら
、
こ
の
二
語
間
の
掛
詞
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
探

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
古
今
集
』の「
あ
し
ひ
き
の
」歌
以
降
、和
歌
中
に「
そ
ほ
づ（
案
山
子
）」

の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
年
代
順
に
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る（

（（
（

。

（
１
）�　　

後
撰
集
巻
十
二
恋
四
・
八
○
六　
（
天
暦
五
年
・
九
五
一
詔
）

　
　
男
の
、
物
な
ど
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
女
の
田
舎
の
家
に
ま　

　
　
か
り
て
、
叩
き
け
れ
ど
も
、
聞
き
つ
け
ず
や
あ
り
け
ん
、　

　
　
門
も
あ
け
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
田
の
ほ
と
り
に
蛙
の
鳴
き　

　
　
け
る
を
聞
き
て�

読
み
人
し
ら
ず

葦
引
の
山
田
の
そ
ほ
づ
う
ち
わ
び
て
ひ
と
り
か
へ
る
の
音
を
ぞ

泣
き
ぬ
る

（
２
）
伊
勢
集  

（
伊
勢　

元
慶
元
年
頃
～
天
慶
元
年
頃
・
八
七
七
～
九
三
八
）

　
　

か
ま
つ
ぼ
ぐ
さ

　

＊�

山
だ
を
し
そ
ほ
つ
ば
か
り
も
も
り
つ
れ
ば
秋
も
刈
ら
む
と
わ
が

ま
つ
ほ
ぐ
さ
（
四
七
四
）

（
３
）‌�

古
今
六
帖
第
二
「
そ
ほ
づ
」（
貞
元
〜
天
元
頃
・
九
七
六
～
九
八
二
）

①�

そ
ほ
づ
た
つ
山
田
の
い
け
は
い
ま
も
な
ほ
心
ふ
か
し
な
う
き

せ
は
あ
れ
ど
（
一
一
三
二
）

　

＊
②�

秋
の
田
に
た
え
ぬ
ば
か
り
ぞ
君
こ
ふ
る
袖
の
そ
ほ
づ
に
な
ら

ぬ
日
は
な
し
（
一
一
三
三
）

③�

あ
し
ひ
き
の
山
田
に
た
て
る
そ
ほ
づ
こ
そ
お
の
が
た
の
み
を

人
に
か
く
な
れ
（
一
一
三
四
）

（
４
）‌�
曽
根
好
忠
集　
（
曽
根
好
忠　

長
保
五
年
・
一
〇
〇
三
こ
ろ
ま
で
生
存
）

　
　

①
六
月
は
じ
め

　

＊��

里
遠
み
つ
く
る
山
田
の
み
も
り
す
と
立
て
る
そ
ほ
つ
に
身
を
ぞ



一
五

玄
賓
説
話
と
和
歌

な
し
つ
る
（
一
五
九
）

②
秋
十

　
�

や
ま
だ
も
る
そ
ほ
つ
も
い
ま
は
な
が
め
す
な
ふ
ね
や
か
た
よ

り
ほ
さ
き
み
ゆ
め
り
（
五
○
八
）

（
５
）
大
斎
院
前
御
集　

選
子
内
親
王　
（
長
元
八
年
・
一
○
三
五
歿
）

　
　

穂
に
さ
し
て
あ
れ
ば　

宰
相

　

＊�

秋
き
ぬ
と
ほ
の
め
か
す
め
る
小
山
田
の
い
な
ば
の
つ
ゆ
に
そ
ほ

つ
そ
で
か
な
（
一
九
○
）

（
６
）
相
模
集　
（
相
模　

康
平
四
年
・
一
○
六
一
後
ま
も
な
く
歿
か
）

　
　

九
月

　

＊�

そ
ほ
つ
を
も
な
に
な
ら
し
け
む
秋
の
た
の
ひ
た
お
も
ぶ
き
に
あ

ら
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
（
四
六
七
）

（
７
）
六
百
番
陳
状　
（
建
久
四
年
・
一
一
九
三
）

　
　

�

山
田
守
許
の
し
づ
は
、
歌
を
よ
む
こ
と
か
た
く
や
。
彼
玄
賓
僧

都
の
南
都
を
去
て
、
備
中
国
に
て
山
田
を
守
て
世
を
わ
た
る
と

て

　

⃝�

山
田
守
僧
都
の
身
こ
そ
哀
な
れ
秋
は
て
ぬ
れ
ば
問
人
も
な
し

と
よ
め
る
は
別
事
也
。

（
８
）‌�

千
五
百
番
歌
合　

七
二
七
番　

左
宮
内
卿　
（
建
仁
二
年
～
三
年
・

一
二
○
二
～
一
二
○
三
年
）

　

＊�

衣
で
は
あ
き
の
山
田
の
そ
ほ
つ
と
も
月
さ
ゆ
る
よ
の
つ
ゆ
は
は

ら
は
じ
（
一
四
五
二
）

（
９
）
顕
注
密
勘
（
承
久
三
年
・
一
二
二
一
）

そ
ほ
づ
と
い
ふ
に
、
や
う

く
に
申
す
事
あ
り
。
一
に
は
、
い

な
ば
の
露
に
ぬ
れ
そ
ぼ
つ
る
故
な
り
。

　

⃝�

又
説
に
は
、
山
階
寺
の
玄
賓
僧
都
、
世
を
の
が
れ
て
、
備
中
の

国
に
行
て
、
山
田
を
ま
も
る
事
を
（
し
て
）、
民
ど
も
に
物
を
く

は
せ
ら
れ
て
お
は
し
け
る
ゆ
へ
に
、
田
を
も
る
人
を
ば
そ
ほ
づ

と
い
ひ
な
ら
は
せ
る
に
つ
き
て
、
山
田
の
そ
ほ
づ
と
は
い
ひ
つ

け
た
り
と
も
申
め
り
。
是
は
い
か
ゞ
と
き
こ
ゆ
。

　
　

所
存
同
奥
義
集
。
山
階
寺
僧
事
は
い
ま
だ
思
ひ
を
よ
ば
ず
。

（
10
）
為
家
千
首　
（
貞
応
二
年
・
一
二
二
三
）　

　
　

雑
二
百
首

　

＊�

い
ほ
む
す
ぶ
山
だ
に
た
て
る
そ
ほ
づ
だ
に
う
き
世
を
あ
き
の
つ

ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
（
九
五
一
）

（
11
）
色
葉
和
難
抄　
（
嘉
禎
二
年
・
一
二
三
六
以
降
鎌
倉
中
期
成
立
）

山
田
守
そ
ほ
づ
の
み
こ
そ
か
な
し
け
れ
秋
は
て
ぬ
れ
ば
と
ふ
人

も
な
し

和
云
、
こ
の
そ
ほ
づ
は
た
の
面
に
た
て
る
お
ど
ろ
か
し
を
い
ふ

也



一
六

（
12
）‌�

新
撰
和
歌
六
帖　
（
寛
元
元
年
～
二
年
・
一
二
四
三
～
一
二
四
四
成
立
）

　

そ
ほ
づ　

①�
秋
は
つ
る
山
田
の
く
ろ
は
し
も
が
れ
て
た
て
る
そ
ほ
づ
の
す

が
た
な
の
身
や
（
六
六
一
）

②�

い
か
に
せ
む
か
り
た
の
そ
ほ
づ
い
た
づ
ら
に
た
て
る
か
ひ
な

き
世
を
す
ご
す
身
は
（
六
六
二
）

③�

里
と
ほ
き
山
田
の
そ
ほ
づ
ひ
と
か
た
に
し
か
ば
か
り
と
や
お

ど
ろ
か
す
ら
む
（
六
六
三
）

④�

人
し
れ
ぬ
山
田
の
そ
ほ
づ
さ
の
み
や
は
た
ち
す
く
み
て
も
世

を
ば
つ
く
さ
む
（
六
六
四
）

⃝

⑤�

今
も
な
ほ
て
ら
田
に
た
て
る
そ
ほ
づ
か
な
あ
き
は
て
ぬ
べ
き

世
と
は
み
な
が
ら
（
六
六
五
）

（
13
）
万
代
和
歌
集　
（
宝
治
二
年
・
一
二
四
八
）

　
　
　

備
中
国
湯
河
と
い
ふ
山
で
ら
に
て　

�
僧
都
玄
賓

⃝
�

や
ま
だ
も
る
そ
ほ
づ
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
あ
き
は
て
ぬ
れ

ば
と
ふ
人
も
な
し
（
二
九
四
四
）

（
14
）‌�『
続
古
今
集
』・
巻
十
七
雑
歌
上
・
一
六
○
八
（
文
永
二
年
・

一
二
六
五
）

　
　
　

備
中
国
湯
河
と
い
ふ
山
寺
に
て　

�

僧
都
玄
賓

⃝
�

や
ま
だ
も
る
そ
ほ
づ
の
身
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
あ
き
は
て
ぬ
れ

ば
と
ふ
人
も
な
し

（
15
）‌�

夫
木
和
歌
集  （
延
慶
二
年
～
三
年
・
一
三
○
九
～
一
三
一
○
）

　
　
　

そ
ほ
づ　

�

読
人
不
知

①�

そ
ほ
づ
た
つ
山
田
の
池
は
い
ま
も
な
ほ
心
ふ
か
し
な
う
き
世

は
あ
れ
ど
（
五
○
四
五　
（
３
）
①
と
同
）

　
　
　

天
喜
二
年
四
月
蔵
人
所
歌
合
、
秋
田�

　

読
人
不
知

＊�

②�

あ
き
の
田
に
か
や
り
び
た
つ
か
し
づ
の
を
が
そ
ほ
づ
と
見
ゆ

る
こ
ろ
も
さ
ほ
す
か
（
五
○
四
七
）

（
16
）‌�

仏
国
禅
師
御
詠　

高
峰
顕
日
（
仁
治
二
年
～
正
和
五
年
・
一
二
四
一
～

一
三
一
六
）

　
　

工
夫
用
心
を
僧
の
と
ひ
申
し
け
れ
ば

ま
も
る
と
も
お
も
は
ず
な
が
ら
小
山
田
に
い
た
づ
ら
な
ら
ぬ
そ

ほ
づ
な
り
け
り
（
二
○
）

　

以
上
の
用
例
の
中
で
、
単
に
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
を
詠
ん
だ
と

思
わ
れ
る
の
は
、無
印
の
（
１
）
後
撰
集
、（
３
）
古
今
六
帖
①
、③
、（
４
）

曽
根
好
忠
集
②
、（
11
）
色
葉
和
難
抄
、（
15
）
夫
木
和
歌
集
①
、（
16
）

仏
国
禅
師
御
詠
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（
11
）
色
葉
和
難
抄
は
、
玄
賓
説

話
と
同
じ
歌
で
あ
る
が
、
付
け
ら
れ
た
説
明
文
「
和
云
、
こ
の
そ
ほ
づ

は
た
の
面
に
た
て
る
お
ど
ろ
か
し
を
い
ふ
也
」
か
ら
、
案
山
子
の
意
味



一
七

玄
賓
説
話
と
和
歌

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
（
16
）
仏
国
禅
師
御
詠
は
僧
侶
の
歌
で

あ
る
の
で
、「
僧
都
」
の
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

詞
書
に
「
工
夫
用
心
」
と
あ
る
の
で
、あ
く
ま
で
も
道
具
と
し
て
の
「
そ

ほ
づ
（
案
山
子
）」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
＊
を
つ
け
た
（
２
）
伊
勢
集
、（
３
）
古
今
六
帖
②
、（
４
）

曽
根
好
忠
集
①
、（
５
）
大
斎
院
前
御
集
、（
６
）
相
模
集
、（
８
）

千
五
百
番
歌
合
、（
10
）
為
家
千
首
、（
15
）
夫
木
和
歌
集
②
は
、「
そ

ほ
づ
（
案
山
子
）」
と
「
そ
ぼ
つ
（
濡
れ
る
）」
の
掛
詞
で
あ
る
。「
そ

ほ
づ
（
案
山
子
）」
の
原
形
「
そ
ほ
ど
」
を
、
雨
露
に
ぬ
れ
そ
ぼ
ち
山

田
に
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
ソ
ボ
チ
ビ
ト
（
濡
人
）
の
義
と
す
る
語

源
説
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
４
）
①
は
、

歌
そ
の
も
の
は
秋
の
歌
と
も
と
れ
、
本
文
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
る
こ

と
が
疑
わ
れ
る
が
、
詞
書
に
は
「
六
月
は
じ
め
」
と
あ
る
の
で
、
山
田

を
守
る
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
の
よ
う
に
、
雨
に
び
っ
し
ょ
り
と
濡

れ
て
し
ま
っ
た
の
意
と
解
し
て
お
く
。

 　

残
り
の
例
の
う
ち
、（
７
）
六
百
番
陳
状
の
「
僧
都
」
表
記
は
、
玄

賓
説
話
を
背
景
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
群
書
類
従
本
で
は
「
そ

ほ
づ
」
と
仮
名
表
記
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
意
は
、
山
田
を
守
る
歌
が
必

ず
し
も
山
田
守
の
自
詠
と
は
限
ら
な
い
、「
山
田
守
許
の
し
づ
（
賤
）」

は
歌
を
詠
み
難
い
、
玄
賓
僧
都
の
「
山
田
守
る
」
歌
は
特
別
な
例
だ
、

と
い
う
も
の
で
、
玄
賓
の
歌
は
、
あ
く
ま
で
も
「
山
田
守
る
僧
都
」
の

歌
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
（
９
）
顕
注
密
勘
で
は
、
玄
賓
が
備
中

の
国
に
行
き
、
山
田
を
守
る
仕
事
を
し
て
、
民
ど
も
に
養
わ
れ
、「
山

田
の
そ
ほ
づ
」
と
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
玄
賓

「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
と
山
田
の
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
に
同
音
の
認

識
は
あ
る
も
の
の
、「
是
は
い
か
ゞ
と
き
こ
ゆ
」
以
下
の
文
言
か
ら
、「
そ

う
づ
（
僧
都
）」
と
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」
は
掛
詞
と
し
て
は
意
識
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
○
印
を
付
し
た
例
の
う
ち

（
12
）
新
撰
和
歌
六
帖
⑤
、（
13
）
万
代
和
歌
集
、（
14
）
続
古
今
集
は
、「
そ

ほ
づ
（
案
山
子
）」
と
「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
が
掛
詞
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。（
12
）
新
撰
和
歌
六
帖
⑤
の
「
て
ら
田
」

が
「
寺
田
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
今
も
な
お
立
っ
て
い
る
「
そ

ほ
づ
」
は
玄
賓
「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
で
あ
り
、
ま
た
「
あ
き
は
て
ぬ

べ
き
世
」
の
語
句
も
、
玄
賓
の
「
山
田
守
る
」
歌
を
背
景
に
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。（
13
）
万
代
和
歌
集
、（
14
）
続
古
今
集
に
つ
い
て
は
、

詞
書
に
明
確
に「
僧
都
・
・

玄
賓
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ
ほ
づ（
案
山
子
）」

と
「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
の
掛
詞
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
玄
賓
の
「
山
田
も
る
説
話
」
の
影
響
を
う
け
つ

つ
、（
８
）
千
五
百
番
歌
合
や
（
11
）
色
葉
和
難
抄
で
は
、「
そ
ほ
づ
」

は
案
山
子
の
意
味
と
さ
れ
る
一
方
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
（
７
）
六
百
番
陳



一
八

状
や
（
９
）
顕
注
密
勘
で
は
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」「
そ
う
づ
（
僧
都
）」

は
同
音
化
し
な
が
ら
も
掛
詞
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
（
10
）
と
同
じ
藤
原
為
家
が
関
わ
っ
た
（
12
）
新
撰
和
歌

六
帖
⑤
で
は
、
玄
賓
の
「
山
田
守
る
説
話
」
の
影
響
が
見
ら
れ（

（（
（

、（
13
）

万
代
和
歌
集
や
（
14
）
続
古
今
集
に
な
る
と
「
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）」

と
「
そ
う
づ
（
僧
都
）」
は
明
ら
か
に
掛
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

説
話
集
に
お
け
る
「
山
田
守
る
」
説
話
の
初
出
で
あ
る
『
発
心
集
』・『
古

事
談
』
の
成
立
は
、（
７
）
六
百
番
陳
状
と
（
９
）
顕
注
密
勘
の
間
の

時
期
で
あ
り
、ほ
ぼ
同
時
代
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
六
百
番
陳
状
』

も
『
顕
注
密
勘
』
も
歌
論
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
歌
人
た
ち
―

顕
昭
と
定
家
―
に
と
っ
て
、「
そ
ほ
づ
」
と
「
そ
う
づ
」
は
同
音
で
は

あ
っ
て
も
、
ま
だ
掛
詞
の
意
識
は
無
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
歌
人
で
あ
る
長
明
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三　

結
び
に
か
え
て

　
『
発
心
集
』
の
「
山
田
守
る
」
歌
に
つ
い
て
は
、
現
存
流
布
本
・
異

本
の
双
方
と
も
「
僧
都
」
と
漢
字
表
記
で
あ
る
。
ま
た
室
町
中
期
成
立

の
『
三
国
伝
記
』
も
同
様
で
あ
る（

（（
（

。『
三
国
伝
記
』
は
、
当
時
存
在
し

て
い
た
『
発
心
集
』（
現
存
流
布
本
系
統
）
の
テ
キ
ス
ト
を
典
拠
と
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、そ
の
『
三
国
伝
記
』
も
ま
た
「
僧
都
」

と
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
は
、
漢
字
表
記
が
『
発
心
集
』
本
来
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
発
心
集
』
の
編
者
長
明

に
は
、
こ
の
二
語
間
に
掛
詞
の
意
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
後
文
で
「
雲
風
の
如
く
さ
す
ら
へ
行
け
れ
ば
、
田
な
ど

守
る
時
も
有
け
る
に
こ
そ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
案
山
子
」

の
意
味
が
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
と
も
言
い
が
た
い
。
こ
の
事
情
は
、

先
に
あ
げ
た
和
歌
関
係
資
料
の
中
の
『
六
百
番
陳
状
』
も
同
様
で
あ
ろ

う
。『
六
百
番
陳
状
』
は
「
僧
都
」「
そ
ほ
つ
」
両
様
の
表
記
が
あ
る
が
、

詞
書
で
「
彼
玄
賓
僧
都
の
南
都
を
去
て
、
備
中
国
に
て
山
田
を
守
て
世

を
わ
た
る
と
て
」
と
述
べ
て
お
り
、
此
の
歌
を
玄
賓
が
諸
国
修
行
中
に

「
山
田
を
守
り
て
世
を
わ
た
」っ
た
歌
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
古

事
談
』
諸
本
は
「
そ
う
づ
」
と
仮
名
書
き
で
あ
る
も
の
が
多
い
と
の
指

摘
が
あ
る
が
、
上
記
の
結
果
か
ら
見
て
、『
古
事
談
』
の
編
者
源
顕
兼

も
、
必
ず
し
も
掛
詞
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
三
木

紀
人
氏
は
、『
発
心
集
』
の
「
山
田
守
る
」
歌
の
「
僧
都
」
は
、「
そ
ほ
づ
」

と「
音
が
似
て
い
る
の
で
言
い
か
け
た
洒
落
」と
解
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、『
顕

注
密
勘
』
が
「
民
ど
も
に
物
を
く
は
せ
ら
れ
て
」、「
山
田
の
そ
ほ
づ
と

言
ひ
つ
け
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
に
は
諧
謔
性
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
首
肯
す
べ
き
見
解
で
は
な
い
か
と



一
九

玄
賓
説
話
と
和
歌

思
う
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
『
発
心
集
』
の
こ
の
歌
を
解
釈
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

山
田
を
守
る
僧
都
の
身
こ
そ
哀
れ
な
も
の
だ
。
秋
が
終
わ
っ
て
し

ま
う
（
飽
き
ら
れ
て
し
ま
う
）
と
、
あ
の
そ
ほ
づ
（
案
山
子
）
の

よ
う
に
、
誰
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
、
話
か
け
る
人
も
い
な
い
。

『
発
心
集
』
の
編
者
長
明
に
と
っ
て
、
こ
の
歌
は
あ
く
ま
で
理
想
的
聖

玄
賓
僧
都
・
・

の
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、「
僧
都
」
の
漢
字
表
記
に
は
、

玄
賓
の
話
を
『
発
心
集
』
冒
頭
に
置
い
た
長
明
の
玄
賓
に
対
す
る
思
い

と
、
歌
語
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ

う
い
え
ば
、
す
ぐ
前
の
序
文
に
「
賢
き
を
見
て
は
及
難
く
と
も
こ
ひ
ね

が
ふ
縁
と
し
」
た
い
と
書
い
て
い
た
長
明
で
あ
っ
た
。
玄
賓
僧
都
は
、

長
明
に
と
っ
て
仰
ぐ
べ
き
最
も
高
い
峰
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。�（
了
）

注
（
１
）‌�

玄
賓
の
表
記
は
、「
玄
賓
」・「
玄
敏
」
の
両
様
あ
る
が
、
本
稿
で
は
正

史
な
ど
記
録
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
玄
賓
」
を
用
い
る
。

（
２
）‌�

伊
藤
博
之
「
撰
集
抄
に
お
け
る
遁
世
思
想
」（『
仏
教
文
学
研
究 

五
』

　

法
蔵
館　

一
九
六
三
年
）、
西
村
稔
「
玄
賓
僧
都
観
の
変
遷
」（「
園

田
女
子
大
学
論
文
集
」
第
９
号　

一
九
七
四
年
）、
廣
田
哲
通
「
隠
者

の
原
型
―
玄
賓
僧
都
像
の
形
成
―
」（「
国
語
国
文
」
四
八
巻
四
号　

一
九
七
九
年
）、
渡
辺
貞
麿
「
玄
賓
説
話
考
」（「
大
谷
大
学
報
」
六
五

巻
四
号　

一
九
八
六
）、野
村
卓
美
「
玄
賓
説
話
の
基
礎
的
研
究
―
『
発

心
集
』・『
古
事
談
』・『
閑
居
友
』
を
中
心
に
―
」（「
歌
子
」
５
号　

一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
３
）‌�『
閑
居
友
』
や
『
撰
集
抄
』
の
よ
う
に
、
文
章
の
中
に
引
用
さ
れ
る
場

合
を
除
き
、
説
話
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
語
ら
れ
る
話
の
み
に
限
っ
た
。

プ
ロ
ッ
ト
の
名
称
は
、
廣
田
氏
前
掲
論
文
を
参
考
に
し
た
。

（
４
）‌�

以
下
の
引
用
は
、
小
学
館
古
典
文
学
全
集
『
和
漢
朗
詠
集
』（
底
本
で

あ
る
最
古
の
写
本
伝
藤
原
行
成
筆
本
に
は
作
者
名
は
な
く
、
嘉
禎
本
・

『
和
漢
朗
詠
集
註
』
は
「
玄
賓
」、
貞
和
本
は
「
玄
賓
僧
都
」
と
す
る
）

に
よ
る
。『
江
談
抄
』、『
袋
草
子
』、『
古
事
談
』
は
新
日
本
古
典
文
学

大
系
本
に
よ
る
。
以
下
『
和
歌
童
蒙
抄
』
は
『
歌
学
大
系
一
』、『
続

古
今
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、一
部
漢
字
に
改
め
た
。『
発

心
集
』
は
、
慶
安
版
本
の
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
。

（
５
）‌�

引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
三
、四
に
よ
る
。

（
６
）‌�

引
用
は
書
陵
部
本
『
実
方
集
』（
流
布
本
は
二
句
「
た
ぜ
り
」
と
あ
る
）・

『
古
今
六
帖
』・『
続
詞
花
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、『
万
葉
集
』・『
宇

津
保
物
語
』・『
日
本
霊
異
記
』・『
源
氏
物
語
』・『
今
昔
物
語
集
』・『
拾

遺
和
歌
集
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
栄
花
物
語
』
は
日
本
古
典

文
学
大
系
、『
本
朝
法
華
験
記
』
は
岩
波
思
想
体
系
『
往
生
伝　

法
華

験
記
』
の
訓
読
文
に
よ
る
。

（
７
）‌�
西
村
氏
、
野
村
氏
前
掲
論
文
、

（
８
）‌�

引
用
は
小
島
憲
之
「
凌
雲
集
詩
注
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中

（中）
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―
弘
仁
期
の
文
学
を
中
心
と
し
て
―
』（
一
九
七
九
年　

塙
書
房

刊
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
文
華
秀
麗
集
』、『
続
遍
昭
発
揮
性
霊
集

補
闋
抄
』（『
弘
法
大
師
全
集
』）
に
よ
る
。
訓
読
中
の
振
り
仮
名
は
適

宜
省
略
し
た
。

（
９
）‌�

新
潮
古
典
集
成
『
方
丈
記　

発
心
集
』
頭
注
。
新
古
典
大
系
『
古
事
談
』

三
ー
八
の
脚
注
も
許
由
の
故
事
を
踏
む
、
と
す
る
。

（
10
）‌�

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
上
世
篇
・
第
三
章
奈
良
時
代
・
第
六
節
「
光

仁
天
皇
の
綱
紀
振
粛
」、
及
び
前
掲
西
村
論
文
。

（
11
）‌�

全
釈
漢
文
大
系
29
『
文
選
（
詩
騒
編
）
四
』（
花
房
英
雄
・
一
九
七
四
年
・

集
英
社
刊
）

（
12
）‌�

玄
賓
、
或
本
、
大
同
元
年
任
二
律
師
一 
、
即
辞
退
。
歌
云
三
輪
川
之
清

水
等
云
々
、
大
僧
都
辞
退
、
歌
云
、
外
国
ハ
山
水
清
之
事
多
之
君
都

ハ
不
住
マ
サ
レ
リ
云
々
。
辞
退
。
往
二
備
中
国
湯
川
寺
一
。

（
13
）‌�

遁
去
住
二
備
中
国
湯
川
山
寺
一
。
同
九
年
六
月
己
巳
卒

（
14
）
玄
賓
は
法
相
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。

（
15
）‌�『
発
心
集
』に
は『
古
事
談
』に
見
ら
れ
な
い
独
自
表
現
が
あ
り
、ま
た『
古

事
談
』
に
は
な
い
過
去
の
直
接
体
験
を
示
す
助
動
詞
「
き
」
を
使
用

し
て
い
る
な
ど
、
両
者
間
の
直
接
関
係
を
否
定
す
る
い
く
つ
か
の
点

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
磯
水
絵
氏
「『
発
心
集
』
と
『
古
事
談
』

と
―
原
『
発
心
集
』
の
探
求
―
」（『
説
話
論
集
第
七
集　

中
世
説
話

文
学
の
世
界
』
一
九
九
七
年　

清
文
堂
刊
）
に
詳
し
い
考
証
が
な
さ

れ
て
い
る
。
又
田
中
宗
博
氏
「『
発
心
集
』
説
話
の
貴
族
た
ち
と
長
明
」

（『
国
文
論
叢
』
第
11
号　

昭
和
五
九
年　

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国

文
学
会
編
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
16
）‌�

廣
田
氏
前
掲
論
文

（
17
）‌�『
閑
居
友
』
の
編
者
は
、
序
文
に
お
い
て
、
他
書
に
載
せ
て
い
る
話
は

収
載
し
な
い
と
書
い
て
い
る
の
で
、『
発
心
集
』
に
載
せ
て
い
な
い
説

話
を
意
識
的
に
収
め
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（
18
）‌�

伊
藤
博
之
氏
前
掲
論
文
。
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
閑
居
友
』、

小
島
孝
之
・
浅
見
和
彦
編
『
撰
集
抄
』（
桜
風
社
刊
）
に
よ
る
。

（
19
）‌�

片
桐
洋
一
氏
「
古
今
集
に
お
け
る
和
歌
の
享
受
」（「
文
学
」
四
三
巻

八
号　

一
九
七
五
年
）。
他
に
も
三
木
紀
人
氏
・
新
潮
古
典
集
成
『
方

丈
記　

発
心
集
』
頭
注
、
田
村
憲
治
氏
「『
発
心
集
』
巻
一
玄
賓
の
歌

に
つ
い
て
」（「
愛
文
」
13　

一
九
七
七
）
が
古
今
集
「
あ
し
ひ
き
の
」

歌
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）‌�

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』

（
21
）‌�

以
下
、
片
仮
名
は
音
を
示
す
。

（
22
）‌�

引
用
は
、『
中
世
の
文
学　

三
国
伝
記
』（
一
九
七
六
年　

三
弥
井
書
店
）

に
よ
る
。

（
23
）‌�

歌
人
の
生
存
年
代
、
歌
集
・
歌
論
書
等
の
成
立
年
代
は
、『
和
歌
文
学

大
辞
典
』
お
よ
び
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
解
題
に
よ
る
。
引
用
は
、『
後

撰
和
歌
集
』
は
新
日
本
古
典
大
系
、『
六
百
番
陳
状
』・『
色
葉
和
難
抄
』

は
『
日
本
歌
学
大
系
』、『
顕
注
密
勘
』
は
、『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
』

22
所
収
中
央
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
り
、
私
に
濁
点
と
句
読
点
を
付

し
た
。（　

）
内
は
歌
学
大
系
本
に
よ
り
補
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
『
新

編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
濁
点
等
一
部
改
め
た
。



二
一

玄
賓
説
話
と
和
歌

（
24
）‌�（
10
）
為
家
千
首
の
歌
も
、「
い
ほ
む
す
ぶ
」・「
う
き
世
」・「
あ
き
（
秋
・

飽
き
）
等
の
語
句
か
ら
、「
そ
ほ
づ
」
に
「
僧
都
」
の
意
味
を
響
か
せ

て
い
る
と
も
と
れ
る
。

（
25
）‌�『
三
国
伝
記
』
に
は
、
原
形
を
保
っ
て
い
る
国
会
図
書
館
蔵
本
と
、
浄

土
教
的
本
文
改
変
の
手
が
加
わ
っ
た
無
刊
記
本
系
の
本
が
あ
る
が
、
双

方
と
も
「
僧
都
」
表
記
で
あ
る
。

（
26
）‌�

新
潮
古
典
集
成
『
方
丈
記　

発
心
集
』
頭
注

      

し
ん
ま　

み
お
（
本
学
特
任
教
授
）


